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結果報告書【速報版】 
 
 

もくじ 

Ⅰ 調査の概要 ......................................................... 1 

Ⅱ 子ども・子育て支援に関するニーズ調査結果のまとめ ................... 2 

１ 就学前の子どもの保護者調査 ....................................... 2 

２ 小学生の保護者調査 .............................................. 20 

Ⅲ 子ども・若者の生活実態・意識調査（13～29歳）結果のまとめ .......... 34 

 
 
 

Ⅰ 調査の概要 

調査の種類  

子ども・子育て支援に関するニーズ調査 
子ども・若者の生活実態・ 

意識調査 
就学前の子どもの保護者調査 小学生の保護者調査 

調査対象者  
令和６年２月１日現在、就学

前の子どもの保護者（全世帯）
※ 

令和６年２月１日現在、小学

生の保護者（抽出） 

令和６年２月１日現在、13～

29歳の市民 

調 査 方 法  
配付：郵送 

回収：web及び郵送 

配付：学校（一部郵送） 

回収：web及び郵送 

配付：郵送 

回収：webおよび郵送 

調 査 期 間  令和６年２月８日～29日  

回

収

結

果 

配布数 4,722 2,000 3,000 

（Webによる回収数・率） 

回収数 1,443 899 620 

回収率 30.3％ 45.0％ 20.7％ 

※世帯に就学前の子どもが複数いる場合には、いずれか一人の子どもの状況等を調査 

 

▽集計にあたって 

① 速報版においては、集計の途中経過として、webによる回答について集計しました。 

② 回答の比率は、その設問の回答数を基数（ｎ）として算出しました。したがって、複数回答の

設問については、すべての比率を合計すると100％を超えます。 

③ 回答率（％）は、小数点第２位以下を四捨五入しました。したがって、単数回答の場合であっ

ても比率の合計が100％にならない場合があります。 

  

【資料１】 



 2 

Ⅱ 子ども・子育て支援に関するニーズ調査結果のまとめ 

１ 就学前の子どもの保護者調査 

(1) 居住地区（小学校区）／Ｑ１ 

 

(2) 年齢（令和６年２月 1日現在）／Ｑ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 子どもの人数／Ｑ３           (4) アンケートの回答者／Ｑ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 

区 

日
進 

精
義 

立
教 

城
東 

益
世 

修
徳 

大
成 

桑
部 

在
良 

七
和 

久
米 

深
谷 

城
南 

％ 4.2 3.3 2.4 0.6 8.0 5.5 8.5 3.1 4.6 5.0 4.0 1.3 5.1 

地 

区 

大
和 

大
山
田
東 

大
山
田
北 

大
山
田
西 

大
山
田
南 

藤
が
丘 

星
見
ヶ
丘 

多
度
東 

多
度
中 

多
度
北 

多
度
青
葉 

長
島
北
部 

長
島
中
部 

％ 1.0 9.3 4.6 1.5 4.0 4.9 4.0 0.5 3.7 1.1 0.9 2.1 4.2 

地 

区 

伊
曽
島 

わ
か
ら
な

い
・
無
回

答 

全 

体 

         

％ 0.7 1.9 n=1,443          

０歳 12.2%

１歳 13.7%

２歳 12.3%

３歳 14.7%
４歳 13.2%

５歳 14.5%

６歳 17.6%

無回答 1.8%

n=1,443

１人 36.2%

２人 45.0%

３人以上

18.5%

無回答 0.3%

n=1,443

父親 15.7%

母親 83.6%

その他 0.3% 無回答 0.3%

n=1,500
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(5) 世帯構成／Ｑ５・６ 

・夫婦と子どもの核家族世帯が86.7％と圧倒的に高く、親と子どもと祖父母の三世代世帯が

10.2％です。ひとり親と子どもの核家族世帯は2.9％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 主に子育てをしている人／Ｑ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 子どもをみてくれる親族等の有無／Ｑ８(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとり親と子どもの

核家族世帯 2.9%

夫婦と子どもの核

家族世帯 86.7%

親と子どもと祖父

母の三世代世帯

10.2%

無回答 0.2%

n=1,443

父母ともに

64.7%

主に父親

0.6%

主に母親

33.9%

主に祖父母

0.1%

その他 0.1% 無回答 0.5%

n=1,443

30.5

62.9

2.1

8.7

11.2

0.2

0 20 40 60

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際にはみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

（％）
n=1,443
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(8) 保護者の就業状況／Ｑ９・Ｑ13 

・母親は、「以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない」が27.9％と最も多く、次

いで「フルタイム」が26.7％となっているのに対し、父親は、「フルタイム」が97.8％を

占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 平均就業時間／Ｑ10・Ｑ14 

（フルタイム） 

 

 

 

 

 

 

（パート・アルバイト等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.7

97.8

19.0

1.2

27.9

0.4

2.6 23.0

0.6

0.8

0% 50% 100%

母親 n=1,429

父親 n=1,395

フルタイム

フルタイムで仕事をしているが、産休・育休・介護休業中

パート・アルバイト等

パート・アルバイト等で仕事しているが、産休・育休・介護休業中

以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない

これまでに仕事をしたことがない

7.9

9.6

0 5 10

母親 n= 654

父親 n=1,381

（時間）

5.5

7.8

0 5 10

母親 n= 436

父親 n= 6

（時間）
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(10) パート・アルバイト等のフルタイムへの転換希望／Ｑ11・Ｑ15 

・パート・アルバイト等で働いている母親の 40％以上は。フルタイムでの就労を希望して

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(11) 仕事をしていない人の就労希望／Ｑ12・Ｑ16 

・現在、仕事をしていない母親の75％以上が就労を希望しています。 

・「すぐにでも、もしくは１年以内に仕事をしたい」と回答した母親の80％以上は「パート・

アルバイト等」を希望しています。 

 

 

 

 

 

 

 

＜子どもが○歳になった頃＞                          （％） 

母親 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 
７～９
歳 

10～12
歳 

13歳 
以上 

無回答 

n=158 5.7 6.3 31.0 12.0 8.9 7.6 19.0 7.6 - 1.9 

 

＜希望する仕事の形態＞ 

 

 

 

 

9.9

16.7

33.3

16.7

53.7

66.7

2.3 0.9

0% 50% 100%

母親 n= 436

父親 n= 6

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の仕事を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

20.6 46.6

25.0

31.0

75.0

1.8

0% 50% 100%

母親 n= 339

父親 n= 8

子育てや家事に専念したい（仕事をする予定はない）

１年より先、一番下の子どもが大きくなったら仕事をしたい

すぐにでも、もしくは１年以内に仕事をしたい

無回答

17.1

83.3

82.9

16.7

0% 50% 100%

母親 n= 105

父親 n= 6

フルタイム パート・アルバイト等
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(12) 定期的に利用している教育・保育事業の利用状況／Ｑ17 

・平日の教育・保育事業の利用は、子どもの年齢が高くなるにしたがい高くなり、4歳以上

では95％を超えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(13) 定期的に利用している教育・保育事業の種類／Ｑ18(複数回答) 

・平日、定期的に利用している教育・保育事業は、｢保育所・保育園｣が 43.9％、「幼稚

園」が 31.1％、「認定こども園」が 19.4％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.6 

7.4 

20.8 

56.2 

72.2 

97.9 

99.0 

99.2 

96.1 

92.0 

23.3 

46.9 

32.4 

92.6 

78.7 

43.8 

27.8 

2.1 

1.0 

0.8 

3.9 

8.0 

76.7 

52.8 

0.1 

0.5 

0.3 

0% 50% 100%

全 体 n=1,443

０ 歳 n=  176

１ 歳 n=  197

２ 歳 n=  178

３ 歳 n=  212

４ 歳 n=  191

５ 歳 n=  209

６ 歳 n=  254

フルタイム n=  382

パート等 n=  399

産休・育休等 n=  309

非 就 労 n= 339

年
齢

母
親

利用している 利用していない 無回答

年

齢

母
親
の
就
労
状

31.1

6.8

43.9

19.4

1.1

2.8

0.3

1.5

0.4

0.7

0.1

0 20 40 60

幼稚園

幼稚園の預かり保育

保育所・保育園

認定こども園

小規模保育施設

事業所内保育施設等

一時保育

その他認可外の保育施設

ファミリーサポートセンター

その他

無回答

（％）n=975
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(14) 定期的に利用したい教育・保育事業／Ｑ20・20－1(複数回答) 

・平日、定期的に利用したい教育・保育事業は、「保育園」が54.8％、「幼稚園」が45.3%、

「認定こども園」が32.5％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜幼稚園の利用を強く希望するか＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.3

25.6

54.8

32.5

7.1

2.2

5.8

0.9

3

7

0.7

4.6

0.1

0 20 40 60

幼稚園

幼稚園の預かり保育

保育所・保育園

認定こども園

小規模保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設等

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリーサポートセンター

その他

特にない

無回答

n=1,443
(%)

はい 63.6%

いいえ

33.7%

無回答 2.7%

n=338
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(15) 子育て支援事業の利用状況／Ｑ22－１(複数回答) 

・子育て支援センターを利用している人は28.3％、あおぞら出前保育や園庭開放など類似事

業を利用している人は7.1％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜類似業務の種類＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

(16) 子育て支援事業の利用意向／Ｑ21－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28.3

7.1

69.5

0.8

0 20 40 60 80

子育て支援センター

類似事業

利用していない

無回答

n=1,443 (%)

25.5

46.1

24.5

8.8

14.7

13.7

0 20 40 60

あおぞら出前保育

保育所・保育園や幼稚園の園庭等の開放

子育てサロン事業（キッズサロン）

子育てサロンひだまり

その他

無回答

n=102
(%)

今は利用していないが、

今後利用したい 25.6%

すでに利用しているが、

利用回数を増やしたい

10.4%

新たに利用したり、利用

日数を増やしたいとは思

わない 59.6%

無回答 4.4%

n=1,443
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(17) 各種事業の認知度（｢知っている｣）／Ｑ22Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(18) 各種事業の利用状況（｢これまでに利用したことがある｣）／Ｑ22Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(19) 各種事業の利用意向（｢今後利用したい｣）／Ｑ22Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

83.7

69.0

90.9

54.1

15.7

29.2

8.5

44.0

0.6

1.8

0.6

1.9

0% 50% 100%

①子育て支援センターの講座・相談等

②中央保健センターの教室・相談等

③赤ちゃん訪問

④子ども安心・安全見守り訪問

はい いいえ 無回答

n=1,443

43.2

30.2

73.4

15.5

54.1

66.7

25.6

80.0

2.6

3.1

1.0

4.4

0% 50% 100%

①子育て支援センターの講座・相談等

②中央保健センターの教室・相談等

③赤ちゃん訪問

④子ども安心・安全見守り訪問

はい いいえ 無回答

n=1,443

38.5

30.3

26.8

20.0

11.0

11.5

16.7

14.4

48.6

56.1

53.5

62.4

1.9

2.1

3.0

3.2

0% 50% 100%

①子育て支援センターの講座・相談等

②中央保健センターの教室・相談等

③赤ちゃん訪問

④子ども安心・安全見守り訪問

はい いいえ わからない 無回答

n=1,443
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(20) 土曜・休日等の教育・保育事業の利用意向／Ｑ23 

・土曜・休日等の教育・保育事業の利用意向をみると、「ほぼ毎週利用したい」は、土曜日

が7.3％、日曜日・祝日が1.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(21) 幼稚園利用者の夏休みなど長期休暇期間中の教育・保育事業の利用意向／Ｑ24 

・幼稚園を利用している人の夏休みなど長期休暇期間中の教育・保育事業の利用意向をみる

と、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」は26.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.5

81.4

7.3

1.9

27.6

15.5

0.6

1.2

0% 50% 100%

土曜日

日曜日・祝日

利用希望・利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 無回答

n=1,443

20.1 26.7 52.8 0.3

0% 50% 100%

長期休暇期間中

利用する必要はない 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日は利用したい 無回答

n=303
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(22) 子どもが休日・夜間に病気になった時の対応／Ｑ25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(23) 子どもが病気やケガで教育・保育事業を利用できなかったこと／Ｑ26～28 

・教育・保育事業を利用している人の82.5％が、子どもが病気やケガで教育・保育事業を利

用できなかったことが「あった」と回答しており、その対処法としては、「母親が休んだ」

が82.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

＜対処法＞(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜病児・病後児保育の
利用意向（「利用したい
と思われましたか」）＞ 

39.9

14.1

4.4

8.5

1.7

0.7

3.2

15.7

9.7

1.5

0.6

0 20 40

本やインターネットで対処法などを調べて様子をみた

親など身近な人に対処法などを教えてもらい様子をみた

かかりつけ医など医療機関に対処法などを問い合わせた

桑名市応急診療所など市内の救急医療機関に連れて行った

市外の救急医療機関に連れて行った

救急車を呼んだ

「くわな健康・医療相談ダイヤル24」に電話した

「みえ子ども医療ダイヤル」に電話した

今まで、子どもが休日や夜間に病気になったことがない

その他

無回答

n=1,443
(%)

はい

（あった）

82.5%

いいえ

（なかった）

16.9%

無回答 0.6%

n=975

50.6

82.0

43.5

20.4

7.3

0.5

0.7

2.5

4.7

0.1

0 20 40 60 80

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人に預けた（同居者を含む）

仕事をしていない保護者がみた

病児・病後児保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリーサポートセンターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

n=804 (%)

あった

41.9%

なかった

53.8%

無回答

4.3%

n=699
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(24) 不定期に利用している教育・保育事業（一時預かり保育等）／Ｑ31・32(複数回答) 

・不定期の教育・保育事業として、「一時預かり保育」が 8.2％、「幼稚園の預かり保

育」が 8.0％あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜利用していない理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(25) 不定期な教育・保育事業（一時預かり保育等）の利用意向／Ｑ33 

・一時預かり保育など不定期の教育・保育事業の利用意向は41.6％あります。 

・利用したい理由としては、「私用、リフレッシュ」および「冠婚葬祭、学校行事、子ども

の親の病気」が高くなっています。 

＜利用したい理由＞(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

8.2

8.0

1.2

0.5

1.0

81.6

2.7

0 20 40 60 80 100

一時預かり保育

幼稚園の預かり保育

ファミリーサポートセンター

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

n=1,443 (%)

63.1

5.9

6.6

8.9

19.8

9.0

11.7

16.0

3.6

10.1

0 20 40 60 80

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよく…

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

その他

無回答

n=1,178
(%)

70.9

70.4

31.6

12.0

4.5

0 20 40 60 80

私用、リフレッシュ

冠婚葬祭、学校行事、

子どもや親の病気

不定期の就労

その他

無回答

n=601 (%)

利用したい

41.6%

利用する必

要はない

54.9%

無回答

3.5%

n=1,443
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(26) 短期入所生活援助（ショートステイ）の利用意向／問34 

・短期入所生活援助（ショートステイ）の利用意向は9.8％あります。 

・利用目的としては、「保護者や家族の病気」および「保護者や家族の育児疲れ・不安」が

高くなっています。 

＜利用目的＞(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(27) 小学校就学後、放課後をどのような場所で過ごさせたいか（５歳以上）／Ｑ35(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用したい

9.8%

利用する必

要はない

87.0%

無回答

3.2%

n=1,443

46.1

64.5

68.8

10.6

7.1

0 20 40 60 80

冠婚葬祭

保護者は家族の育児疲

れ・不安

保護者や家族の病気

その他

無回答

n=141 (%)

58.5

23.8

50.8

50.8

9.7

5.6

13.4

6.3

68.7

22.7

57.5

35.9

9.1

4.5

15.3

9.9

0 20 40 60 80

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

放課後児童クラブ・放課後子ども教室

児童センター

ファミリーサポートセンター

その他

無回答

低学年

高学年

n=463
(%)
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(28) 仕事と子育ての両立が難しいと感じたこと／Ｑ36 

・両立が難しいと感じたことは、「子どもが急に病気になったときに代わりに面倒をみる人

がいない」が62.4％と最も高く、次いで「家事をしなければならないこと」「家族や職場

の理解を得ること」などが高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(29) 育児休業の利用状況／Ｑ37・38 

・育児休業の利用状況をみると、｢母親が利用した｣は40.7％、「母親と父親の両方が利用し

た」は10.7％、「父親が利用した」は7.1％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜育児休業の期間＞           

 

 

 

 

 

62.4

42.3

49.2

12.3

3.5

4.7

19.8

3.2

0 20 40 60 80 100

子どもが急に病気になった時に代わりに面倒をみ

る人がいない

家族や職場の理解を得ること

家事をしなければならないこと

子どもの面倒をみてくれる保育所・保育園などが

見つからない

その他

特にない

子育てをしながら仕事をしたことがない

無回答

n=1,443 (%)

母親が利用した 40.7%

父親が利用した 7.1%

母親と父親の両方が利

用した 10.7%

利用しなかった 38.0%

無回答 3.5%

n=1,443

7.3

85.6

40.7

8.9

37.1

1.9

10.5

0.8

4.4

2.7

0% 50% 100%

母親 n=742

父親 n=257

０～６か月 ７～12か月 13～24か月 25か月以上 無回答
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＜育児休業明けの保育事業の利用＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜育児休業を利用しなかった理由＞／Ｑ39(複数回答) 

・育児休業を利用しなかった人の利用しなかった理由は、｢子育てに専念するため退職した

から｣が44.1％と最も高くなっていますが、「職場・仕事のことで取得できなかった」も

20％以上と比較的高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保育園・幼稚園・認定

こども園等を利用した

57.1%

子どもの祖父母をはじ

めとする親族などに預

けた 3.0%

勤務先の保育事業を利

用した 5.8%

育児休業明けに仕事を

辞めた 3.1%

その他 14.0%
無回答 17.1%

n=844

44.1

14.4

6.7

25.7

8.2

3.8

13.3

8.2

0 20 40 60

子育てに専念するため退職したから

祖父母等にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

保育所・保育園等に預けることができた

職場・仕事のことで取得できなかった

経済的なことで取得できなかった

育児休業の制度を知らなかった・取得方法がわからなかった

その他

無回答

n=549 (%)
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(30) 子育てに関する悩みや不安の相談相手／Ｑ40(複数回答) 

・相談相手は、「配偶者・パートナ－」「その他の親族（親、きょうだいなど）」など身近

な人が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(31) 子育てに関する情報発信の認知度／Ｑ41 

・子育てに関する情報発信の認知度について、「知っているし、使っている」が最も高いの

は、①市の広報で約40％、次いで②市のホームページ、③市のＳＮＳとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

85.9

76.0

52.4

28.3

3.0

29.1

8.5

2.4

12.1

0.1

1.1

0.6

0.4

0.9

1.2

1.4

0 20 40 60 80 100

配偶者・パートナー

その他の親族（親、兄弟姉妹など）

地域の知人・友人

職場の同僚

子育てサークルの仲間

保育士、幼稚園の先生

医療機関・保健所

子ども総合センター

子育て支援センター

福祉なんでも相談センター

子育てサロン等の地域のつどいの場

民生委員・児童委員、主任児童委員

ＮＰＯによる相談窓口・民間の電話相談

相談相手がいない

その他

無回答

n=1,443
(%)

39.9

29.0

28.6

21.2

2.5

22.1

20.9

36.6

43.9

25.5

24.0

17.3

40.7

37.2

19.4

22.2

40.5

49.4

73.9

32.2

36.9

4.1

4.8

5.4

5.3

6.2

4.9

4.9

0% 50% 100%

①市の広報

②市のホームページ

③市のＳＮＳ

④くわなハッピーナビＢｙ母子モ

⑤ＡＩチャットボット

⑥くわな子育てガイドブック

⑦子育て情報誌「すくすくだより」

知っているし、使っている 知っているが、使っていない 知らない 無回答

n=1,443
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(32) 子育てについて感じていること／Ｑ42 

・①～③について「４（そう思う）」が75％を超えており、子どもの存在が自分の人生や生

活に対してプラスに働いていると感じている人が多いことがわかります。その反面、④以

降についても「３」が30％を超えている項目が多く、不安や悩みを抱えながら子育てをし

ている現状も見過ごせません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

80.5

81.6

76.6

14.1

17.5

9.6

20.9

12.6

4.8

15.6

5.3

18.1

19.4

17.0

15.1

19.8

35.2

39.7

32.6

36.3

33.6

9.4

25.4

18.6

29.5

31.0

1.5

2.3

2.4

29.1

28.7

35.3

25.8

31.0

28.6

25.7

38.3

23.0

27.4

0.5

0.4

0.6

20.8

13.4

21.8

16.1

22.0

56.5

32.6

37.1

28.6

21.3

0.6

0.6

0.6

0.8

0.6

0.7

0.9

0.8

0.7

0.8

0.8

0.9

0.9

0% 50% 100%

①子どもがいると生活が楽しい

②子育てを通じて自分も成長すると思う

③子どもは心のやすらぎや生きがいを与えてくれると思う

④子育てに対して不安を感じている

⑤仕事や自分のやりたいことができない

⑥子どもがいると生活や気持ちにゆとりがなくなる

⑦子どもに強く当たったり、強い口調で言ってしまっている

⑧子育てにより健康状態の不安や身体に疲れを感じている

⑨子育てが大変なことを身近な人が理解してくれない

⑩子どもの病気や発達に関することが気になる

⑪子育ての方法がよく分からない

⑫子ども同士の友だち付き合い（いじめ等含む）が気になる

⑬親同士の付き合いが苦手だ

４（そう思う） ３ ２ １（思わない） 無回答

n=1,443
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(33) 子どもを育てる環境として重要だと思うこと／Ｑ43(複数回答) 

・子どもを育てる環境として重要だと思うこととしては「治安がよく安全に生活できるまち」

および「自由にのびのび遊べる場所」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(34) 子育てに関して地域に望むこと／Ｑ44(複数回答) 

・子育てに関して地域に望むこととしては「子どもや子育て家庭をあたたかく見守り、受け

入れてくれること」および「子どもが事故や事件に巻き込まれないよう見守ってくれるこ

と」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.9

55.2

66.9

13.5

40.4

17.3

8.1

43.2

26.5

6.8

0.8

0.6

0 20 40 60 80

豊かな自然

自由にのびのび遊べる場所

治安が良く安全に生活できるまち

利便性のある居住環境

医療機関の充実

同年代の子どもの多いまち

地域の人達とのつながり

充実した学校（幼稚園、小学校等）や教育施設

充実した保育施設や放課後児童クラブ

子育て支援センターや児童センターなど充実した公共施設

その他

無回答

n=1,443
(%)

67.2

65.3

17.7

9.7

14.2

13.2

0.9

1.2

0.8

0 20 40 60 80

子どもや子育て家庭をあたたかく見守り、受け入れてくれること

子どもが事故や事件に巻き込まれないよう見守ってくれること

子どもを注意したりしかってくれること

子育てについて相談にのってくれること

子どもに遊びや工作、スポーツなどの指導をしてくれること

緊急時に子どもを預かってくれること

その他

特にない

無回答

n=1,443

(%)
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(35) 子ども権利条約に基づく４つの権利の認知度／Ｑ45 

・子ども権利条約に定められている４つの権利（生きる権利、育つ権利、守られる権利、参

加する権利）の認知度は、「全く知らない」が26.2％、「一部の権利を知っているが、そ

の内容までは把握していない」が23.8％、「４つの権利を知っているが、内容までは把握

していない」が22.5％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

(36) 特に大切にしなければならない権利／Ｑ46(複数回答) 

・特に大切にしなければならないと思う子どもの権利については、「愛されて幸せな生活を

送ること」および「安心して生きること」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

４つの権利を知ってお

り、内容まで把握して

いる 15.2%

４つの権利を知ってい

るが、内容までは把握

していない 22.5%

一部の権利を知ってお

り、その内容も把握し

ている 10.7%

一部の権利を知ってい

るが、その内容までは

把握していない 23.8%

全く知らない 26.2%

無回答 1.7%

n=1,443

61.4

64.8

29.4

14.8

36.8

21.4

28.0

41.1

15.9

2.5

28.1

5.1

6.0

20.1

6.0

6.0

3.3

4.1

7.5

15.4

24.9

0.6

2.7

0 20 40 60 80

安心して生きること

愛されて幸せな生活を送ること

差別されないこと

こどもにとって最もよいことは何かを第一に考えてくれること

自分の意見を自由に言えること

プライバシーが守られ、他人から傷つけられないこと

悪口を言われたり、いじめを受けたりしないこと

心や体がすこやかに成長するための教育を受けること

自分がのぞむ教育を受け、成長すること

こども同士で集まったりグループを作ったりすること

あらゆる暴力やひどい目にあわされたりしないこと

何らかの事情で家庭にいられなくなった場合に国から守られること

障がいのある子どもは尊厳が守られ、自立した社会生活できること

健康な生活を送り、必要な時には病院に行ったりできること

生活のためにお金が足りない時には、国から助けてもらうこと

休んだり、遊んだりすること

スポーツや芸術活動に参加し楽しむこと

むりやり働かされたり、体によくない仕事をさせられたりしないこ

麻薬や覚せい剤などに巻き込まれず、守られること

児童ポルノや性的な虐待から守られること

戦争に巻き込まれたりせず、平和に生活すること

その他

無回答

n=1,443

(%)
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２ 小学生の保護者調査 

(1) 居住地区（小学校区）／Ｑ１ 

 

(2) 学年／Ｑ２                (3) 子どもの人数／Ｑ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) アンケートの回答者／Ｑ４ 

 

 

 

 

 

 

 

  

地 

区 

日
進 

精
義 

立
教 

城
東 

益
世 

修
徳 

大
成 

桑
部 

在
良 

七
和 

久
米 

深
谷 

城
南 

％ 2.4 2.4 1.2 0.1 4.9 4.3 6.7 3.1 5.1 4.0 3.6 1.9 5.8 

地 

区 

大
和 

大
山
田
東 

大
山
田
北 

大
山
田
西 

大
山
田
南 

藤
が
丘 

星
見
ヶ
丘 

多
度
東 

多
度
中 

多
度
北 

多
度
青
葉 

長
島
北
部 

長
島
中
部 

％ 1.7 12.8 9.3 1.7 4.0 4.6 4.0 0.4 5.3 1.0 1.1 1.6 5.0 

地 

区 

伊
曽
島 

わ
か
ら
な

い
・
無
回

答 

全 

体 

         

％ 1.8 0.1 n=899          

１年生

9.7%

２年生

11.2%

３年生

15.5%

４年生

17.4%

５年生

22.7%

６年生

23.4%

無回答 0.2%

n=899

１人 21.9%

２人 58.3%

３人 16.0%

４人以上 2.8%

無回答 1.0%

n=899

父親 8.6%

母親 91.1%

祖父母 0.1%

無回答 0.2%

n=899
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(5) 世帯構成／Ｑ５・６ 

・夫婦と子どもの核家族世帯が80.1％と圧倒的に高く、親と子どもと祖父母の三世代世帯が

12.9％、ひとり親と子どもの核家族世帯は6.8％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 主に子育てをしている人／Ｑ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 子どもをみてくれる親族等の有無／Ｑ８(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとり親と子どもの

核家族世帯 6.8%

夫婦と子どもの核

家族世帯 80.1%

親と子どもと祖父

母の三世代世帯

12.9%

無回答 0.2%

n=899

主に父親 2.2%

主に母親

94.5%

主に祖父母

0.6%

その他 2.7%

n=899

26.8

56.8

4.2

18.7

14.0

0.1

0 20 40 60

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際にはみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

（％）
n=899
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(8) 朝食の摂取状況／Ｑ９・10     

                             ＜朝食をとらない理由＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

(9) 就寝時刻／Ｑ11 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10) 保護者の就業状況／Ｑ12・Ｑ16 

・母親は「パート・アルバイト等」が53.5％、「フルタイム」が33.1％となっているのに対

し、父親は「フルタイム」が98.9％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日食べている

92.0%

食べない日

もある 6.3%

ほとんど食

べない 1.2%

全く食べな

い 0.4%

n=899

子どもが朝食を

とる時間がない

18.2%

子どもが食べ

たがらない

54.5%

その他

27.3%

n=11

20時より前 0.6%

20時～21時 13.0%

21時～22時 57.2%

22時～23時 25.1%

23時以降 3.4%

決まっていない

0.3%

無回答 0.3%

n=899

33.1

98.9

0.2

0.2

53.5

0.2

0.1 11.7

0.5

1.3

0.1

0% 50% 100%

母親 n=891

父親 n=832

フルタイム

フルタイムで仕事をしているが、産休・育休・介護休業中等

パート・アルバイト等

パート・アルバイト等で仕事をしているが、産休・育休・介護休業

以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない

これまでに仕事をしたことがない
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(11) 平均就業時間／Ｑ13・Ｑ17 

（フルタイム） 

 

 

 

 

 

（パート・アルバイト等） 

 

 

 

 

 

 

 

(12) パート・アルバイト等のフルタイムへの転換希望／Ｑ14・Ｑ18 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.1

9.6

0 5 10

母親 n=297

父親 n=825

（時間）

5.3

7.0

0 5 10

母親 n=478

父親 n= 7

（時間）

9.6 27.4

50.0

61.5

50.0

1.3 0.2

0% 50% 100%

母親 n=478

父親 n= 2

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の仕事を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答
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(13) 仕事をしていない人の就労希望／Ｑ15・Ｑ19 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜子どもが○歳になった頃＞  （％） 

母親 
１～６

歳 

７～９

歳 

10～12

歳 

13歳 

以上 
無回答 

n=23 - 13.0 39.1 43.5 4.3 

n= 2 - 50.0 - 50.0 - 

 

＜希望する仕事の形態＞ 

 

 

 

 

 

 

  

37.1 19.8

40.0

43.1

60.0

0% 50% 100%

母親 n=116

父親 n= 5

子育てや家事に専念したい（仕事をする予定はない）

１年より先、一番下の子どもが大きくなったら仕事をしたい

すぐにでも、もしくは１年以内に仕事をしたい

4.0

66.7

96.0

33.3

0% 50% 100%

母親 n= 50

父親 n= 3

フルタイム パート・アルバイト等



 25 

(14) 放課後の過ごし方／Ｑ20 

・下校時～18時は「家で～家族・親族（大人）と過ごした」が60.5％、「学習塾や習いごと

にいって過ごした」が32.9％、「公園や学校などで友だちと遊んで過ごした」が26.4％な

どとなっていますが、18時以降は「家で～家族・親族（大人）と過ごした」が84.1％を占

めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.7

0.4

2.3

60.5

21.0

16.0

14.6

26.4

1.1

6.3

32.9

1.9

0.2

4.4

-

0.2

84.1

10.6

4.6

1.0

1.3

0.1

9.0

18.1

0.2

1.9

0 25 50 75 100

放課後児童クラブ（学童保育）で過ごした

放課後子ども教室で過ごした

放課後等デイサービスで過ごした（利用した）

家で保護者や祖父母等の家族・親族（大人）と過ごした

家で兄弟姉妹などと子どもたちだけで過ごした

家でひとりで過ごした

友だちの家で過ごした

公園や学校などで友だちと遊んで過ごした

児童館（児童センター）などの公共の施設で過ごした

スポーツ活動をして過ごした

学習塾や習いごとに行って過ごした

その他

無回答

下校後～18時

18時以降

（％）n=899
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利用している

14.1%

利用していない

85.7%

無回答 0.2%

n=899

(15) 放課後児童クラブの利用状況／Ｑ21・22 

 

 

 

 

 

 

 

＜放課後児童クラブを利用していない理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(16) 子どもが休日・夜間に病気になった時の対応／Ｑ23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.7

20.6

1.7

0.1

7.8

7.4

18.6

5.8

1.3

17.5

3.4

0 10 20

現在仕事をしていないから

仕事をしているが、自宅に親族などがいるから

仕事をしているが、放課後児童クラブが近くにないから

仕事をしているが、放課後児童クラブに空きがないから

仕事をしているが、利用料がかかるから

仕事をしているが、子どもは放課後の習い事をしているから

仕事をしているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫

仕事をしているが、自宅で仕事をしているから

仕事をしているが、他の施設に預けているから

その他

無回答

n=770 (%)

37.5

13.1

3.9

22.6

2.7

0.2

3.9

9.7

4.3

1.7

0.4

0 20 40

本やインターネットで対処法などを調べて様子をみた

親など身近な人に対処法などを教えてもらい様子をみた

かかりつけ医など医療機関に対処法などを問い合わせた

桑名市応急診療所など市内の救急医療機関に連れて行った

市外の救急医療機関に連れて行った

救急車を呼んだ

「くわな健康・医療相談ダイヤル24」に電話した

「みえ子ども医療ダイヤル」に電話した

今まで、子どもが休日や夜間に病気になったことがない

その他

無回答

n=899
(%)
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(17) 子どもが病気やケガで学校を休んだことの有無／Ｑ25・26・27 

・子どもが病気やケガで学校を休まなければならなかったことが「あった」のは85.5％で、

その対処法としては、「母親が休んだ」が75.4％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

＜対処法＞(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(18) 仕事と子育ての両立が難しいと感じたこと／Ｑ30 

・両立が難しいと感じたことは、「子どもが急に病気になったときに代わりに面倒をみる人

がいない」が57.2％と最も高く、次いで「家事をしなければならないこと」「家族や職場

の理解を得ること」などが高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜病児・病後児保育の
利用意向（「利用したい
と思われましたか」）＞ 

あった

85.5%

なかった

14.5%

n=899

18.2

75.4

22.4

15.9

0.7

-

16.4

5.2

0.5

0 20 40 60 80

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人に預けた（同居者を含む）

仕事をしていない保護者がみた

病児・病後児保育を利用した

ファミリーサポートセンターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

n=769 (%)

あった

14.5%

なかった

81.1%

無回答

4.4%

n=593

57.2

42.8

42.5

3.7

5.9

13.8

4.1

0.2

0 20 40 60

子どもが急に病気になった時に代わりに面倒をみる人がいない

家族や職場の理解を得ること

家事をしなければならないこと

子どもの面倒をみてくれる放課後児童クラブなどが見つからない

その他

特にない

子育てをしながら仕事をしたことがない

無回答

n=899
(%)
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(19) 育児休業の利用状況／Ｑ31 

・育児休業の利用状況をみると、｢母親が利用した｣は24.5％、「父親が利用した」は1.7％、

「母親と父親の両方が利用した」は1.3％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜育児休業の期間＞           

 

 

 

 

 

 

 

 

  

母親が利用した 24.5%

父親が利用した 1.7%

母親と父親の両方が利

用した 1.3%
利用しなかった 71.7%

無回答 0.8%

n=899

11.2

88.9

51.7

7.4

26.7 9.1 1.3

3.7

0% 50% 100%

母親 n=232

父親 n= 27

０～６か月 ７～12か月 13～24か月 25か月以上 無回答
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(20) 子育てについて感じていること／Ｑ32 

・就学前の子どもの保護者の調査結果と同様に、①～③について「４（そう思う）」が75％

を超えており、子どもの存在が自分の人生や生活に対してプラスに働いていると感じてい

る人が多いことがわかります。また、④以降についても、「３」が30％を超えている項目

が多く、年齢にかかわらず、多くの親が不安や悩みを抱えながら子育てをしていることが

わかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

81.2

81.1

75.4

15.8

10.9

6.5

23.9

8.5

5.6

13.0

4.7

24.6

20.6

14.9

15.5

20.5

33.5

30.9

25.9

40.3

26.1

11.2

22.0

19.7

34.0

30.7

2.8

2.7

3.0

32.4

33.3

36.5

26.3

31.8

31.8

24.1

35.8

27.5

31.4

0.8

0.4

1.0

18.1

24.8

31.0

9.1

33.4

51.3

40.5

39.7

13.8

17.0

0.3

0.3

0.1

0.2

0.1

0.1

0.4

0.2

0.1

0.3

0.1

0.1

0.3

0% 50% 100%

①子どもがいると生活が楽しい

②子育てを通じて自分も成長すると思う

③子どもは心のやすらぎや生きがいを与えてくれると思う

④子育てに対して不安を感じている

⑤仕事や自分のやりたいことができない

⑥子どもがいると生活や気持ちにゆとりがなくなる

⑦子どもに強く当たったり、強い口調で言ってしまっている

⑧子育てにより健康状態の不安や身体に疲れを感じている

⑨子育てが大変なことを身近な人が理解してくれない

⑩子どもの病気や発達に関することが気になる

⑪子育ての方法がよく分からない

⑫子ども同士の友だち付き合い（いじめ等含む）が気になる

⑬親同士の付き合いが苦手だ

４（そう思う） ３ ２ １（思わない） 無回答

n=899



 30 

(21) 子どもを育てる環境として重要だと思うこと／Ｑ33(複数回答) 

・子どもを育てる環境として重要だと思うこととしては「治安がよく安全に生活できるまち」

が最も高く、次いで「自由にのびのび遊べる場所」「充実した学校（幼稚園、小学校等）

や教育施設」「医療機関の充実」等が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(22) 子育てに関する悩みや不安の相談相手／Ｑ34(複数回答) 

・相談相手は、「配偶者・パートナ－」「その他の親族（親、きょうだいなど）」など身近

な人が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.9

48.9

72.6

16.7

42.4

19.4

14.2

46.3

10.1

5.7

1.8

0.3

0 20 40 60 80

豊かな自然

自由にのびのび遊べる場所

治安が良く安全に生活できるまち

利便性のある居住環境

医療機関の充実

同年代の子どもの多いまち

地域の人達とのつながり

充実した学校（幼稚園、小学校等）や教育施設

充実した保育施設や放課後児童クラブ

子育て支援センターや児童センターなど充実した公共施設

その他

無回答

n=899 (%)

82.1

64.6

56.7

39.3

1.2

14.1

6.5

2.8

2.3

1.6

0.2

0.1

-

1.0

2.3

0.2

0 20 40 60 80 100

配偶者・パートナー

その他の親族(親、兄弟姉妹など)

地域の知人・友人

職場の同僚

子育てサークルの仲間

小学校の先生

塾や習い事の先生

医療機関・保健所

子ども総合センター

子育て支援センター

子育てサロン等の地域のつどいの場

民生委員・児童委員、主任児童委員

ＮＰＯによる相談窓口・民間の電話相談

相談相手がいない

その他

無回答

n=899 (%)
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(23) 子育てに関する情報発信の認知度／Ｑ35 

・子育てに関する情報発信の認知度について、「知っているし、使っている」が最も高いの

は、①市の広報で35.6％、次いで③市のＳＮＳおよび②市のホームページが20％台とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(24) 子育てに関して地域に望むこと／Ｑ36(複数回答) 

・子育てに関して地域に望むこととしては「子どもが事故や事件に巻き込まれないよう見守

ってくれること」が70.1％と最も高く、次いで「子どもや子育て家庭をあたたかく見守り、

受け入れてくれること」が53.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.6

20.6

22.6

0.7

1.2

6.1

4.8

47.2

55.6

29.3

9.1

9.3

41.8

43.6

16.8

22.4

46.8

88.7

87.5

50.6

50.4

0.4

1.4

1.3

1.6

1.9

1.4

1.2

0% 50% 100%

①市の広報

②市のホームページ

③市のＳＮＳ

④くわなハッピーナビＢｙ母子モ

⑤ＡＩチャットボット

⑥くわな子育てガイドブック

⑦子育て情報誌「すくすくだより」

知っているし、使っている 知っているが、使っていない 知らない 無回答

n=899

53.3

70.1

28.3

7.5

11.6

8.2

0.9

3.1

0.2

0 20 40 60 80

子どもや子育て家庭をあたたかく見守り、受け入れてくれること

子どもが事故や事件に巻き込まれないよう見守ってくれること

子どもを注意したりしかってくれること

子育てについて相談にのってくれること

子どもに遊びや工作、スポーツなどの指導をしてくれること

緊急時に子どもを預かってくれること

その他

特にない

無回答

n=899

(%)
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現在参加している

39.2%

現在は参加していない

が、今後機会があれば

参加させたい 30.8%

現在は参加しておら

ず、今後も参加させる

つもりはない 29.5%

無回答 0.6%

n=899

(25) 地域活動などグループ活動への参加状況／Ｑ41・42 

・子どもの地域活動やスポーツなどグループ活動への参加状況は、｢現在参加している｣が

39.2％ですが、「現在は参加していないが、今後機会があれば参加したい」が30.8％あり

ます。 

・「現在参加している」または「今後参加させたい」活動は、｢スポーツ活動」が最も高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加している活動・参加させたい活動＞(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

79.2

29.7

17.3

4.1

14.6

19.9

7.9

16.9

1.3

1.0

0 20 40 60 80

スポーツ活動

文化・音楽活動

キャンプ等の野外活動

高齢者訪問等の社会福祉活動

ホームステイ等の国際交流活動

子ども会活動

リサイクル活動等の環境分野での社会貢献活動

地域のボランティア活動

その他

無回答

n=629
(%)
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(26) 子ども権利条約に基づく４つの権利の認知度／Ｑ39 

・子ども権利条約に定められている４つの権利の認知度は、「一部の権利を知っているが、

その内容までは把握していない」が28.8％、「全く知らない」が24.7％、「４つの権利を

知っているが、内容までは把握していない」が19.7％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

(27) 特に大切にしなければならない権利／Ｑ40(複数回答) 

・特に大切にしなければならないと思う子どもの権利については、「安心して生きること」

が67.7％と最も高く、次いで「愛されて幸せな生活を送ること」が58.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

  

４つの権利を知ってお

り、内容まで把握して

いる 12.3%

４つの権利を知ってい

るが、内容までは把握

していない 19.7%

一部の権利を知ってお

り、その内容も把握し

ている 14.1%

一部の権利を知ってい

るが、その内容までは

把握していない 28.8%

全く知らない 24.7%

無回答 0.3%

n=899

67.7

58.8

37.2

14.9

34.8

22.6

34.1

39.2

16.9

1.9

25.1

8.1

6.6

18.7

5.9

5.9

3.6

3.1

9.0

16.1

27.0

0.4

0.8

0 20 40 60 80

安心して生きること

愛されて幸せな生活を送ること

差別されないこと

こどもにとって最もよいことは何かを第一に考えてくれること

自分の意見を自由に言えること

プライバシーが守られ、他人から傷つけられないこと

悪口を言われたり、いじめを受けたりしないこと

心や体がすこやかに成長するための教育を受けること

自分がのぞむ教育を受け、成長すること

こども同士で集まったりグループを作ったりすること

あらゆる暴力やひどい目にあわされたりしないこと

何らかの事情で家庭にいられなくなった場合に国から守られること

障がいのある子どもは尊厳が守られ、自立した社会生活できること

健康な生活を送り、必要な時には病院に行ったりできること

生活のためにお金が足りない時には、国から助けてもらうこと

休んだり、遊んだりすること

スポーツや芸術活動に参加し楽しむこと

むりやり働かされたり、体によくない仕事をさせられたりしないこ

麻薬や覚せい剤などに巻き込まれず、守られること

児童ポルノや性的な虐待から守られること

戦争に巻き込まれたりせず、平和に生活すること

その他

無回答

n=899

(%)
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Ⅲ 子ども・若者の生活実態・意識調査（13～29歳）結果のまとめ 

(1) 性別／問１ 

 

 

 

 

 

 

(2) 年齢／問２ 

 

 

 

 

 

 
 

(3) 居住地区（小学校区）／問３ 

 

  

地 

区 

日
進 

精
義 

立
教 

城
東 

益
世 

修
徳 

大
成 

桑
部 

在
良 

七
和 

久
米 

深
谷 

城
南 

％ 4.0 2.6 1.5 0.2 6.0 4.0 4.7 5.3 4.2 4.7 3.5 2.3 6.1 

地 

区 

大
和 

大
山
田
東 

大
山
田
北 

大
山
田
西 

大
山
田
南 

藤
が
丘 

星
見
ヶ
丘 

多
度
東 

多
度
中 

多
度
北 

多
度
青
葉 

長
島
北
部 

長
島
中
部 

％ 1.5 10.0 4.7 1.5 1.9 4.2 5.8 0.8 4.5 0.3 0.6 2.3 5.0 

地 

区 

伊
曽
島 

わ
か
ら
な

い
・
無
回

答 

全 

体 

         

％ 2.1 5.8 n=620          

23.2

24.8

22.4

19.8

21.8

17.8

23.9

21.8

25.9

32.7

31.3

33.6

0.3

0.4

0.3

0% 50% 100%

全 体 n=620

男 性 n=262

女 性 n=348

*

13～15歳 16～19歳 20～24歳 25～29歳 無回答

性

別

男性

42.3%
女性

56.1%

答えたくない

1.3%

無回答

0.3%

n=620
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(4) 同居者／問４(複数回答)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 子育てをしているか／問５ 

 

 

 

 

 

 

(6) 現在の生活に満足しているか／問６ 

・現在の生活に満足しているかについて、24歳未満では「満足している」が40％を超えて

いますが、25～29歳では20％台となり、「満足していない」および「どちらかといえば

満足していない」が他の年齢層に比べ高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.8

70.2

45.3

12.4

16.5

7.9

1.3

10.2

0.5

0 20 40 60 80

父

母

兄弟姉妹

祖父母

配偶者・パートナー

子ども

その他

同居者はいない（ひとり暮らし）

無回答

（％）
n=620

はい

8.4%

いいえ

91.5%

無回答

0.2%

n=620

37.3

44.4

48.0

42.6

22.2

39.2

38.2

29.3

38.5

46.3

12.7

10.4

11.4

12.2

15.8

7.1

5.6

5.7

6.8

9.4

3.2

1.4

4.1

6.4

0.5

1.6

0% 50% 100%

全 体 n=620

13～15歳 n=144

16～19歳 n=123

20～24歳 n=148

25～29歳 n=203

*

満足している どちらかといえば満足している

どちらでもない どちらかといえば満足していない

満足していない 無回答

年
齢
別
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(7) 満足していること・不満に思っていること／問７(複数回答) 

・現在の生活で満足していることは、各年齢層とも「趣味のこと」が最も高く、次いで、10

代では「学校のこと」、20～24歳では「人間関係のこと」、25～29歳では「家庭のこと」

が高くなっています。 

・不満に思っていることは、10代では「人間関係のこと」、20代では「経済面のこと」が最

も高くなっています。 

＜満足していること＞ 

 

 

 

 

 区  分 ｎ 

仕
事
の
こ
と 

趣
味
の
こ
と 

家
庭
の
こ
と 

子
育
て
の
こ
と 

人
間
関
係
の
こ
と 

勉
強
の
こ
と 

学
校
の
こ
と 

経
済
面
の
こ
と 

進
学
・
就
職
の
こ
と 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全    体 620 16.3 56.9 37.9 4.8 34.5 13.2 23.2 10.8 9.5 6.6 0.6 1.0 

13～15歳 144 - 64.6 36.8 1.4 41.7 24.3 49.3 6.3 8.3 6.9 1.4 - 

16～19歳 123 6.5 52.8 34.1 0.8 30.1 15.4 36.6 9.8 18.7 8.9 0.8 - 

20～24歳 148 21.6 63.5 32.4 2.7 35.8 14.9 16.9 14.2 12.2 6.1 0.7 1.4 

25～29歳 203 30.0 49.8 44.8 11.3 31.0 3.0 1.5 12.3 3.0 5.4 - 1.5 

 

＜不満に思っていること＞ 

 

 

 

 

 区  分 ｎ 

仕
事
の
こ
と 

趣
味
の
こ
と 

家
庭
の
こ
と 

子
育
て
の
こ
と 

人
間
関
係
の
こ
と 

勉
強
の
こ
と 

学
校
の
こ
と 

経
済
面
の
こ
と 

進
学
・
就
職
の
こ
と 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全    体 620 22.7 8.5 3.4 14.2 16.5 9.8 9.7 32.4 14.8 19.5 2.1 8.2 

13～15歳 144 0.7 8.3 - 13.9 36.8 18.1 7.6 9.0 22.9 22.9 2.1 11.8 

16～19歳 123 2.4 7.3 1.6 17.1 28.5 24.4 5.7 22.0 23.6 28.5 0.8 9.8 

20～24歳 148 29.1 7.4 2.7 14.2 6.8 2.0 10.1 36.5 15.5 22.3 2.7 6.1 

25～29歳 203 46.3 10.3 7.4 12.8 2.0 1.0 13.3 52.2 3.4 9.9 2.5 5.9 

0

20

40

60

(％)

0

20

40

60

(％)
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(8) 就労・就学等の状況／問８ 

・就労・就学等の状況をみると、10代では「学生」が90％以上を占め、20～24歳では「正

社員・公務員」および「学生」が40％台、25～29歳では「正社員・公務員」が60％以上

を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (9) 産休・育休を取得しやすいか／問９ 

・現在仕事をしている人に、職場は産前産後休業や育児休業を取得しやすいかお聞きしたと

ころ、「男女ともに取得しやすい」が36.3％と最も高く、次いで「女性は取得しやすい」

が31.5％などとなっています。 

・性別にみると、男性は「男女ともに取得しやすい」が、女性は「女性は取得しやすい」が

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.4

1.4

4.9

47.3

63.1

3.7

2.7

9.4

6.0

4.1

6.1

11.3

0.5

0.7

1.0

1.0

1.4

2.0

51.0

97.9

91.1

41.2

1.0

2.1

0.7

0.7

5.4

2.3

6.9

0.2

0% 50% 100%

全 体 n=620

13～15歳 n=144

16～19歳 n=123

20～24歳 n=148

25～29歳 n=203

*

正社員・公務員 非正規社員（契約社員、派遣社員など）

パート・アルバイト 会社役員・自営業

専業主婦・主夫 学生

働いていない 休職中（育休中など）

無回答

年
齢
別

36.3

44.2

29.9

31.5

22.1

39.0

0.4

0.9

7.0

6.2

7.1

24.1

25.7

23.4

0.7

0.9

0.6

0% 50% 100%

全 体 n=270

男 性 n=113

女 性 n=154

*

男女ともに取得しやすい 女性は取得しやすい 男性は取得しやすい

男女ともに取得しづらい わからない 無回答

性

別
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(10) 働くことについて／問 10・11・12(複数回答) 

・現在仕事をしている人に、就労に関する不安、不満についてお聞きしたところ、「収入が

不安定または低い」が49.3％と最も高くなっています。 

・働く上で重要だと考えることとしては、「仕事が面白い・やりがいがあること」および「人

間関係がよいこと」が高くなっています。 

・働くため（働き続けるため）に必要な支援については、「仕事に役立つ技能・資格の支援」

および「資格取得のための経済的支援」が高くなっています。 

＜就労に関する不安、不満＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜働く上で重要だと考えること＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.5

12.2

49.3

24.8

13.0

20.0

4.8

3.0

0 20 40 60

人間関係がよくない

立場が不安定

収入が不安定または低い

勤務時間が長い

スキルアップが困難

不安、不満なことは特にない

その他

無回答

（％）
n=270

49.0

55.2

16.6

72.1

38.4

35.0

45.3

36.9

31.1

65.2

37.6

0.5

3.2

0.6

0 20 40 60 80

失業の心配がなく安定していること

高い収入が得られること

昇進制度があること

仕事が面白い・やりがいがあること

自分の知識や技能を活かせること

社会や人の役に立つこと

福利厚生が充実していること

残業時間が少ないこと

家から近いこと

人間関係がよいこと

健康であること

その他

わからない

無回答

（％）

n=620
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＜働くため（働き続けるため）に必要な支援＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(11) 子どもを育てたいか／問 13 

・子どもを育てたいかについては、60％以上が「子どもを育てたい」と回答しています。「子

どもを育てたい」は男性より女性が高く、年齢では25～29歳では70％を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜育てたい子どもの人数＞ 

 

 

 

 

 

 

30.0

46.9

30.2

19.0

22.7

14.8

43.9

2.3

10.8

4.5

0.8

0 20 40 60

就職先を紹介する支援

仕事に役立つ技能・資格の支援

就職ができるまで指導やアドバイスをする支援

就労体験などの場の提供

カウンセリングなどの相談支援

就労支援をしている機関の情報提供

資格取得のための経済的支援

その他

わからない

特に必要ない

無回答

（％）
n=620

61.6

56.9

65.8

52.1

50.4

68.9

70.4

11.0

9.5

12.1

7.6

17.1

11.5

9.4

27.1

33.2

21.8

40.3

32.5

19.6

19.7

0.3

0.4

0.3

0.5

0% 50% 100%

全 体 n=620

男 性 n=262

女 性 n=348

13～15歳 n=144

16～19歳 n=123

20～24歳 n=148

25～29歳 n=203

*
*

子どもを育てたい 子どもは育てたくない わからない 無回答

年
齢
別

性
別

１人

8.1%

２人

72.3%

３人以上

18.1%

無回答

1.6%

n=382
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(12) 子育てに関するイメージ／問 14(複数回答) 

・子育てに関するイメージについては、「大変そう」および「お金がかかる」が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(13) コミュニケーション／問 15・16 

・同居者とのコミュニケーションについては、90％近くがとっていると回答しています。 

 

 

 

 

 

 

＜普段、誰とコミュニケーションをとっているか＞(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

37.6

34.5

43.2

42.4

43.4

61.6

39.4

64.0

45.8

40.0

29.7

2.3

0.8

0.3

0 20 40 60

楽しい

日々が充実する

親も成長できる

家族の絆が深まる

生きがいを与えてくれる

お金がかかる

自分の時間がとれない

大変そう

親としての責任や重圧を感じる

仕事と子育ての両立が難しい

気持ちにゆとりがなくなる

特にない

その他

無回答

（％）

n=620

はい

89.2%

いいえ

0.8%

同居者はいない（ひとり暮らし）

9.7%

無回答

0.3%

n=620

91.9

80.5

21.3

23.9

29.8

1.3

0.3

0 20 40 60 80 100

家族

友人

ＳＮＳやインターネット上の友人

学校、習いごと、塾の先生

職場の同僚

その他

無回答

（％）
n=620



 41 

(14) 外出頻度／問 17・18 

・70％以上の人が「仕事や学校で平日は毎日外出する」と回答していますが、普段あまり外

出しない人が6.8％あります。 

・外出しなくなったきっかけは、「妊娠・出産・子育てのこと」や「自分の健康こと」など

があげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜外出しなくなったきっかけはあるか＞ 

＜外出しなくなったきっかけ＞(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

＜外出をしなくなってからの期間＞ 

 

 

 

 

 

 

71.5

11.3

4.7

5.5

3.4

1.8

1.1

0.5

0.3

0 20 40 60 80

仕事や学校で平日は毎日外出する

仕事や学校で週に３～４日外出する

遊び等で頻繁に外出する

人づきあいのためにときどき外出する

普段は家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する

普段は家にいるが、近所のコンビニなどには出かける

自室からは出るが、家からは出ない

自室からほとんど出ない

無回答

（％）

n=620

ある

47.6%

ない

28.6%

わからない

23.8%

n=42
25.0

5.0

15.0

20.0

20.0

15.0

5.0

-

25.0

-

15.0

0 10 20 30

妊娠・出産・子育てのこと

在宅勤務になったこと

家で過ごすことが快適だと気づいたこと

インターネットで用事が済むようになったこと

対人関係のこと

勉強（受験）のこと

仕事のこと

恋愛のこと

自分の健康のこと

家族の健康のこと

その他

（％）
n=20

６か月未満

33.3%

６か月以上1年未満

19.0%

１年以上３年未満

26.2%

３年以上

14.3%

無回答

7.1%

n=42
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(15) 居場所／問 19・20(複数回答) 

・普段、「ここに居たい」と感じる居場所としては、「家（普段生活する場所）」が93.4％

と圧倒的に高くなっています。次いで、「祖父母、友人、知り合いの家」「学校（授業や

部活動）」に続き「オンライン空間（SNS、オンラインゲームなど）」があげられていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜上記を居場所として選んだ理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

93.4

21.5

23.4

8.2

3.7

0.2

7.3

13.4

16.8

0.8

2.3

0.5

0 20 40 60 80 100

家（普段生活をする場所）

学校（授業や部活動）

祖父母、友人、知り合いの家

職場、アルバイト先

習いごとや塾などの場所

子ども食堂

図書館などの施設

ショッピングセンター

オンライン空間（SNS、オンラインゲームなど）

そのような場所はない

その他

無回答

（％）

n=620

22.7

42.9

82.9

59.2

55.8

13.4

27.9

26.6

9.8

12.1

0.6

1.1

0 20 40 60 80 100

行きたい時に行ける

長い時間を過ごせる

安心して自由に過ごせる

ありのままの自分でいられる

自分のやりたいことができる

悩みごとの相談にのったり、サポートをしても…

友人と一緒に過ごせる

話を聞いてくれたり、一緒に遊んでくれる人が…

いろいろな人と出会える、友人ができる

お金がかからない

その他

無回答

（％）

n=620
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(16) 家族のケア・家事／問 21・22 

・頻繁に家族のお世話や、大人に代わって家事等をすることがあるかについては、「ある」

が26.6％、「以前にあった」が5.5％となっています。 

・お世話が必要な理由として「大人がお世話や家事等をしているが、自分も一緒にやってい

る」が44.7％と最も高く、家族と一緒にケア等を行っている場合が多いと思われます。 

・生活への支障については、「特にない」が68.3％を占めていますが、「友だちと遊ぶ時間

が減った」が8.0％、「睡眠時間が削られる」が6.5％などとなっています。 

＜誰を頻繁にお世話しているか＞(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

＜お世話が必要な理由＞(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生活への支障＞(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

ある

26.6%

以前にあった

5.5%

ない

67.3%

無回答

0.6%

n=620

21.1

47.7

17.1

24.1

12.1

15.6

0 20 40 60

父

母

祖父母

兄弟姉妹

その他

無回答

（％）
n=199

9.0

26.1

9.5

2.5

1.5

0.5

44.7

9.0

18.1

0 20 40 60

病気

仕事等で多忙

高齢者で介護が必要

障がいにより介護が必要

こころの病気（うつ病など）

通訳が必要

大人がお世話や家事等をしているが、自分も一緒にやっている

その他

無回答

（％）

n=199

2.5

1.5

6.5

4.5

-

2.0

8.0

68.3

1.0

13.6

0 20 40 60 80

学校や仕事に行けない

学校や仕事を遅刻・早退してしまう

睡眠時間が削られる

勉強する時間が減った、できない

部活や塾、習いごとに行けない（辞めてしまった）

進路の変更をした（しようと思っている）

友達と遊ぶ時間が減った

特にない

その他

無回答

（％）

n=199
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＜誰かに相談したことがあるか＞          ＜相談相手＞(複数回答) 

 

 

 

 

 

 

＜相談してよかったか＞ 

 

 

 

 

 

 

(17) 過去に侵害された権利／問 23(複数回答) 

・自身が過去に侵害された権利については、「悪口を言われたり、いじめを受けたりしない

こと」が29.5％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある

20.1%

ない

74.4%

無回答

5.5%

n=199

55.0

15.0

17.5

57.5

5.0

5.0

0 20 40 60

家族

学校の先生

職場の人

友人

行政の窓口（市役所など）

その他

（％）n=40

よかった

60.0%

どちらかといえば、

よかった

22.5%

どちらかといえば、

よくなかった

15.0%

どちらともいえない

2.5%

n=40

17.6

11.8

15.8

10.6

18.9

13.5

29.5

4.7

6.6

2.4

5.8

1.1

3.5

2.6

2.6

6.1

2.3

2.7

1.1

1.1

4.0

4.8

31.5

0 10 20 30

安心して生きること

愛されて幸せな生活を送ること

差別されないこと

こどもにとって最もよいことは何かを第一に考えてくれること

自分の意見を自由に言えること

プライバシーが守られ、他人から傷つけられないこと

悪口を言われたり、いじめを受けたりしないこと

心や体がすこやかに成長するための教育を受けること

自分がのぞむ教育を受け、成長すること

こども同士で集まったりグループを作ったりすること

あらゆる暴力やひどい目にあわされたりしないこと

何らかの事情で家庭にいられなくなった場合に国から守られること

障がいのある子どもは尊厳が守られ、自立した社会生活できること

健康な生活を送り、必要な時には病院に行ったりできること

生活のためにお金が足りない時には、国から助けてもらうこと

休んだり、遊んだりすること

スポーツや芸術活動に参加し楽しむこと

むりやり働かされたり、体によくない仕事をさせられたりしないこ

麻薬や覚せい剤などに巻き込まれず、守られること

児童ポルノや性的な虐待から守られること

戦争に巻き込まれたりせず、平和に生活すること

その他

無回答

n=620

(%)
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(18) 子どもの権利が侵害されるようなことが起きた場合に相談しやすい相手／問 24 

・子どもの権利が侵害されるようなことが起きた場合に最も相談しやすい相手としては、

「家族、親戚」が65.5％と圧倒的に高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(19) 桑名市は住みやすいと思うか／問 25 

・「どちらかといえば住みやすい」が42.3％と最も高く、「住みやすい」（39.8％）との合

計は82.1％となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.5

20.0

3.4

1.0

1.0

6.3

1.3

1.6

0 20 40 60

家族、親戚

友人、先輩、後輩

学校関係の人（先生、スクールカウンセラー、相談員等）

職場関係の人

行政機関等の相談窓口

相談相手がいない

その他

無回答

（％）

n=620

39.8

42.4

42.3

40.5

36.5

42.3

40.3

42.3

43.9

42.9

12.9

11.8

13.8

10.8

14.3

3.7

4.2

0.8

4.1

4.9

0.8

0.7

0.7

1.5

0.5

0.7

0.8

0% 50% 100%

全 体 n=620

13～15歳 n=144

16～19歳 n=123

20～24歳 n=148

25～29歳 n=203

*

住みやすい どちらかといえば住みやすい

どちらともいえない どちらかといえば住みにくい

住みにくい 無回答

年
齢
別
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(20) 桑名市に愛着や親しみを感じているか／問 26 

・「ある程度感じている」が47.7％と最も高く、「とても感じている」（25.6％）との合計

は73.3％となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(21) 子どもや若い世代が暮らしやすく、夢がもてるには何が必要か／問 28 

・「生活の利便性が高いこと（交通アクセスや買い物など）」が66.9％と最も高く、次いで

「治安が良いこと」「子育ての環境が充実していること」の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.6

24.3

27.6

29.7

22.7

47.7

52.1

48.0

48.6

44.3

17.3

15.3

15.4

16.9

19.7

7.1

6.3

6.5

3.4

10.8

1.6

1.4

0.8

1.4

2.5

0.6

0.7

1.6

0% 50% 100%

全 体 n=620

13～15歳 n=144

16～19歳 n=123

20～24歳 n=148

25～29歳 n=203

*

とても感じている ある程度感じている どちらともいえない

あまり感じていない 全く感じていない 無回答

年
齢
別

66.9

56.3

47.1

43.1

53.9

39.0

30.6

26.5

21.5

34.2

31.9

20.5

17.7

15.0

36.5

1.5

0.8

0 20 40 60

生活の利便性が高いこと（交通アクセスや買い物など）

治安が良いこと

災害に強く安全に暮らせること

医療機関が充実していること

子育ての環境が充実していること

教育環境が充実していること

就職先が多いこと

企業や行政が若者の意見を取り入れること

困った時に相談できる人がいること

おしゃれな場所や店が多いこと

スポーツや趣味を楽しめる施設やイベントがあること

仕事や学校以外でも活動できる場があること

若者同士が交流したり出会う場があること

いろいろな世代の人とふれあいや交流できる場があること

奨学金や経済的支援などがあること

その他

無回答

n=620

(%)


